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播磨灘シラスパッチ網の漁獲物組成
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香川県の播磨灘沿岸域において，パッチ網あるいは
バッチ網と呼ばれるいわし機船船びき網（以下，いわ
し船びき網）が11統操業している。いわし船びき網は
約5ｔの網船2隻で網をひき廻し，主にカタクチイワシ
仔魚（カタクチシラス）を漁獲する。これまでの報告1-3）

では，いわし船びきでカタクチイワシ以外の仔稚魚お
よび小型甲殻類・頭足類などが混獲されることが問題
視されている。しかしながら，播磨灘沿岸域のパッチ
網の混獲物に関する知見はほとんどないないため，本
研究では，いわし船びき網の漁獲物組成を調べた。

Species composition caught by sardine drag-net in Harima-nada, the Seto Inland Sea, was examined
from June and November in 2003.  A total of 244,117 individuals of plankton and nekton were enumerat-
ed from 22 samples (total weight: 19,378g).  The catch consisted of squids (%N: 0.18%), crustaceans
(7.42%) and larval and juvenile fishes (92.40%).  Larval and juvenile fishes including more than 44 species
dominated larval Japanese anchovy Engraulis japonicus. Other commercially important fishes were black
rockfish Sebastes schlegeli, round scad Decapterus maruadsi, red sea-bream Pagrus major, chub mack-
erel Scomber japonisus and Spanish mackerel Scomberomorus niphonius.  Dominant squids and crus-
taceans caught were Nipponololigo spp. and squillidae, respectively.

図１　香川県の播磨灘沿岸におけるいわし船びき網の漁場
Fig.1 Map Showing the fishing ground of sardine drag-net in Harima-nada.



材料および方法

2003年の6月から11月に播磨灘におけるいわし船び
き網の漁獲物約1kgを10%ホルマリンで固定してサンプ
ルとした（図１，表１）。研究室において，サンプル
を選別し，頭足類，甲殻類，魚類，それぞれについて，

西村（1992）4）・奥谷（1995）5），山路（1980）6）・西村
（1995）7），沖山（1988）8）・中坊（2000）9）に基づいて種の

査定を行い，種ごとの個体数を計数した。なお，カタ
クチシラスについては，個体数が多いことから，重量
と1尾当たりの平均体重からサンプル中の個体数を算
出した。
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結　果

22サンプルから合計224,117個体の漁獲物が出現し
（表１），頭足類，甲殻類，魚類の個体数割合は，それ
ぞれ0.18%，7.42%，92.40%であった。頭足類ではジン
ドウイカ科，甲殻類ではシャコ類とカニ類の幼生が優

占した。魚類については，44種以上出現したが，カタ
クチイワシは漁獲物全体の90.65％を占めていた。そ
の他の優占種は，ハゼ科（0.60％），トカゲエソ

（0.31％），テンジクダイ（0.31％）であり，クロソイ，
マルアジ，マダイ，マサバ，サワラといった重要漁獲
対象種についても0.03～0.18％混獲されていた。
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